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11月５日に行われた当時の新聞報道等から考える集会について、会員の小池多恵子さん

と名取妙子さんから感想が寄せられましたのでご紹介いたします。 

 

〇小池多恵子さん 

『この集会のために飯塚市内で署名と宣伝行動をしました。数十年も前のことではあり

ましたが話始めると皆さんよくご存じで、犯人が捕まり死刑になって終わった話とおっし

ゃいます。NHKで取り上げられ冤罪だったかもしれない話をすると驚きよく話を聞いてく

ださいました。中でも若い人たちがテレビを見たと知っていてくれ積極的に署名に協力し

てくれました。 

集会ではやはり木村さんの証言が胸を打ちました。今日まで木村さんの中で終わらない

終われない出来事となり、あの日見た子供たちの顔が今でも思い出され、もっと強く訴え

ておけばよかったと後悔しておられる姿からは木村さんもまたこの事件の被害者だと感じ

ました。小さな街で身近な立場の方もいてこのような集会をすること自体気がかりもあり

ますが、木村さんのように心の隅に疑念を抱えている人がいるのではないかと感じました。』 

 

 

 

〇名取妙子さん 

『第二次再審請求の「2月20日午前11時ころ、八木山バイパスで久間さんとは別の男が運

転する白い軽自動車の中に女児2人を目撃した」と証言したKさんが来られて30年前の当時

のことを生々しく語られました。 

犯人が捕まったと報道されたので、黙っていようと思ったが気になったので警察に通報

し、警察官が来て話を聞いてくれた。その時あちらこちらに監視カメラがあるので調べた

らいいよ、とまで話したとのこと。 

当時の新聞報道でも午後1時30分ころ本町商店街や潤野小学校近くの嘉穂高付近で二人

を見たとの情報もあります。午前９時ころ2人は死亡したとされているのに警察はどう対処

したのか。余りにも杜撰な警察の処理に不信を隠し切れません。久間さんは死刑にされた

のです。「捜査記録の証拠開示はどうしても必要です」』 

 

 

 

 



  

12月3～4日に開かれた第32回再審・冤罪事件全国連絡会総会に小池多恵子さんが参加さ

れました。感想文が寄せられましたのでご紹介いたします。 

 

『飯塚事件に関わるようになって初めて、全国でえん罪により再審を訴え活動をしている

家族や支援者の方と交流を持つことができました。 

前段、元裁判官の西愛礼弁護士の講演がありました。まだ若い弁護士でしたが裁判官時代

に関わった裁判６２件のうち無罪となった人が６名いたことや、弁護士になって担当した

冤罪事件の具体的な中身は興味深いものでした。 

その経験から西弁護士は「冤罪学」という本を出されています。特に心理学的な知見から

の分析はわかりやすく、間違いに気づきながらも後戻りしない（できない）心理状況など、

何となく感覚的には解るがきちんと心理学的な分析をされるとより理解でき後戻りできる

（すべき）という気持ちになった。 

西弁護士の話の中で司法に携わる人が冤罪がわかっても振り返らない、学ばないまま今日

まで来ていることを知り、かなり驚きました。 

 

その後各地で取り組まれているえん罪事件の支援者や家族の方からの活動報告や交流があ

りました。家族の方々の話は本当につらくなりますが皆さん家族を救い出そうと必死に、

でも明るく活動しておられ、本当は泣き叫び助けを求めたいのだろうと思うとえん罪がそ

の当事者や家族まで多くの人を巻き込んである日を境に生活や未来までめちゃくちゃにす

るものだとあらためて感じました。そしてその事件の多いこと。知らなかった事件も多く

たくさん学ぶ機会になりました。貴重な体験の機会を得ることができました。飯塚事件の

話をすると皆さんよく知っていただいて大変だろうけど頑張ってと励ましてもらいました。

私は、たしかに飯塚事件は被告とされた久間さんがすでに死刑執行をされ難しい事件なの

かもしれないと思いますが、NHK が３時間もの特別番組を作り、人々に問題提起をしてく

れた珍しい事件で、おかげで疑問に感じている人や事件自体をを掘り起こしてもらえたと

前向きに受け止めています。私自身このような活動をすることになると思ってもみません

でしたが、きっかけは番組を見たからです。同じように感じた人や気になっている方が集

会をするたびに数は少ないですが飛び込みで参加していただけています。希望はもっと大

きな歩幅で進んでいけたらということですが皆さんと一緒に取り組めたらと思っていま

す。』 

 

 

 

本年も大変お世話になりました。2024 年も飯塚事件の再審をもとめる福岡の会をよろしく

お願いいたします。 

飯塚事件の再審をもとめる福岡の会へのご意見ご用等是非お寄せください。 

春先には飯塚市内での宣伝行動も予定しております。 

 


